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旅客自動車運送事業者に対する過労運転防止の徹底について

今般、特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の適正化及び活性化に関する特別措

置法等の一部を改正する法律（平成25年法律第83号）が施行されたことに伴い、道路運送法

（昭和26年法律第183 号）の一部が改正 一施行され、旅客自動車運送事業者に対して事業用

自動車の運転者の過労運転を防止するために必要な措置を講ずることを義務付ける規定が法

文上明確化された。これは、現在においても過労運転が疑われる重大事故が発生しており、

旅客自動車運送事業の安全性向上に対する社会的要請が特に高まってきていること等を踏ま

えて規定されたものである。

国土交通省においては、これまでも、旅客自動車運送事業に従事する事業用自動車の運転

者の過労運転防止について、「事業用自動車の運転者の勤務時間及び乗務時間に係る基準」（平

成13年国土交通省告示第1675 号）等の法令の遵守や乗務前 一乗務後点呼の確実な実施、運転

者の健康状態の把握、輸送の安全に関する指導監督等を徹底するよう累次にわたり旅客自動

車運送事業者に対して指導してきたところであるが、道路運送法改正の趣旨にかんがみ、改

めて運転者の過労運転防止を徹底し、より一層輸送の安全性向上を図るよう傘下会員に対し

周知されたい。
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表

○
　
道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
抄
（
第
三
条
関
係
）

改
　
正
　

案

（
輸
送
の
安
全
等
）

第
二
十
七
条
　
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
は
、
事
業
計
画
（
路
線
定
期
運

行
を
行
う

Ｉ
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
事
業
計
画
及

び
運
行
計
画
）
の
遂
行
に
必
要
と
な
る
員
数
の
運
転
者
の
確
保
、
事
業
用
自

動
車
の
運
転
者
が
そ
の
休
憩
又
は
睡
眠
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

施
設
の
整
備
、
事
業
用
自
動
車
の
運
転
者
の
適
切
な
勤
務
時
間
及
び
乗
務
時

附
の
設
定
そ
の
他
の
運
行
の
管
理
そ

の
他
　
一

用
自
動
　
の
一
一
　
　
の
過
労

運
転
を
Ｉ
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
・
言
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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条
の
五
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
前
二
項
の
規
定
又
は
安
全
管
理

規
程
を
遵
守
し
て
い
な
い
た
め
輸
送
の
安
全
又
は
旅
客
の
利
便
が
確
保
さ
れ

て
い
な
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と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
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般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
に
対
し
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運
行
管
理
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に
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す
る
必
要
な
権
１
　
の
付
与
、
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員
数
の
運
転
者
の
確

保
、
施
設
又
は
運
行
の
管
理
若
し
く
は
運
転
者
等
の
指
導
監
督
の
方
法
の
改

善
、
旅
客
に
対
す
る
適
切
な
情
報
の
提
供
、
当
該
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全
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の
他
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の
是
正
の
た
め
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１
　
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
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命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。

剖

（

略

）

一

一

条
の
五
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
前
項
の
規
定
又
は
安
全
管
理
規

程
を
遵
守
し
て
い
な
い
た
め
輸
送
の
安
全
又
は
旅
客
の
利
便
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
に
対
し
、

運
行
管
理
者
に
対
す
る
必
要
な
権
限
の
付
与
、
必
要
な
員
数
の
運
転
者
の
確

保
、
施
設
又
は
運
行
の
管
理
若
し
く
は
運
転
者
等
の
指
導
監
督
の
方
法
の
改

善
、
旅
客
に
対
す
る
適
切
な
情
報
の
提
供
、
当
該
安
全
管
理
規
程
の
遵
守
そ

の
他
そ
の
是
正
の
た
め
に
１
　
要
な
措
置
を
講
す
べ
き
土

と
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。

3|

（

略

）


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7



